
研修会報告 

2021 年 5月 5日 

文 責： 播磨 晋太郎（国立病院機構 仙台医療センター） 

研修会テーマ「令和 2年度宮臨技精度管理報告会② 」 

     【報告分野】一般、微生物、輸血、生理部門 

開催日時    :  2021 年 5 月 1 日（ 土）14：00 ～ 16：00 

会  場    :  web開催 

司  会    :  金沢 聖美（東北大学病院） 

生涯教育点数 : 20 点  

参加者      :  会員参加者 83名（講師・司会・実務委員を含む） 

 

14:00～14:15    開会の挨拶 東北大学病院 診療技術部検査部門 臨床検査技師長  

藤巻 慎一 宮城県臨床検査技会会長 

14:15～15:55   精度管理報告会「令和 2年度宮臨技精度管理調査 部門別報告」 

【報告順】一般・微生物・輸血・生理部門 

一般部門     仙台市立病院  臨床検査科      白井 竜二 技師 

微生物部門    石巻赤十字病院 検査部        尾池 泰典 技師 

輸血部門     東北大学病院  輸血・細胞治療部   岩木 啓太 技師 

生理部門     東北大学病院  生理検査センター   成田 心  技師 

15:55～16:00    閉会の挨拶   国立病院機構 仙台医療センター 臨床検査科 

播磨 晋太郎 宮城県臨床検査技会精度管理部長 

16:00 終了 

 

内容 

2021年 4月 24日に続いて、5月 1日に Zoomを用いたWebにて宮臨技精度管理報告会

②を開催した。宮臨技精度管理報告会②では、一般、微生物、輸血、生理部門の各精度管

理担当者より、令和 2 年度宮臨技精度管理調査の分析・検討結果の報告が行われた。一般

部門、生理部門からの報告では、令和 2 年度の精度管理調査において、正答率が 80％を下

回った設問について、評価対象とした理由と詳細な解説が行われた。また、微生物部門か

らの報告について、会員よりグラム染色法の実施についての要望を頂いた。精度管理報告

会で頂いた意見を今後の精度管理調査に反映できるように取り組んでいきたい。報告会当

日に、宮城県内で震度 5 強の地震があった。この地震により参加できない方がいる事は予

想できたが、発表担当者、実務委員に被害がない事を確認できたために、開催することを

決定した。申込みをされたにも関わらず参加できなかった方にお詫び申し上げるとともに、

職場での災害対応でお忙しい中、ご参加いただいた方に感謝申し上げます。新型コロナウ

イルス感染症の収束の見通しがたっておりませんが、令和 3年度精度管理調査においては、



例年通りのスケジュールで進めて参ります（7 月上旬に案内送付予定）。今後も宮臨技精度

管理事業にご理解とご協力をお願い致します。 


